
プレスリリース（相双版） 
 

 
「田んぼの学校」による田植えの実施について 

 
  平成３０年５月２１日 

福島県相双農林事務所 
１ 目的及び概要 
  県では、地域の未来を担う子どもたちが、「農業・農村地域の大切さ」、「環境の大切さ」、

「食・命の大切さ」について理解を深め、豊かな感性と深い見識を持つことを目指して、農

村地域の重要な要素である田んぼ等において、自然環境を学びの場として活用した米づくり

等の体験型学習に取り組む「田んぼの学校」を実施しています。 
  相双地方においては、震災後、「田んぼの学校」を一時中断していましたが、平成２８年度

から新地町立駒ケ嶺小学校で再開し、毎年５年生が活動しています。 

  今年度は、「田植え」、「生育調査・生きもの調査」、「稲刈り」、「収穫祭」の４回の活動を行

う計画で、今回は第１回活動の「田植え」を実施します。 
 
２ 実施校及び参加児童 

新地町立駒ケ嶺小学校 ５年生 ２８名 
 
３ 第１回活動「田植え」 
（１） 日時 平成３０年５月２５日（金）１３時３０分～１４時４０分 

（雨天中止の場合： 
   平成３０年５月２８日（月）１３時３０分～１４時４０分） 

（２） 場所 
新地町立駒ケ嶺小学校（相馬郡新地町駒ケ嶺字新町前５２）から西へ約２００ｍ 

の水田 
（３） 内容 

① 開校式 
② 地元農家による田植え作業の説明 
③ 田植え作業（品種：コシヒカリ） 

 
４ 主催 
  新地町立駒ケ嶺小学校 
 
５ 参加者 
  地元農家、児童、学校関係者、新地町職員、相双農林事務所職員 計４０名程度 
 

問い合わせ先 
福島県相双農林事務所 企画部長 廣田 雅幸（ひろた まさゆき） 
電話直通 ０２４４－２６－１１５３ 

 
新地町立駒ケ嶺小学校 教頭 吉田 紀文（よしだ のりふみ） 
電話直通 ０２４４－６２－３００７ 


